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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第４区分
【発行日】平成23年3月24日(2011.3.24)

【公開番号】特開2009-259371(P2009-259371A)
【公開日】平成21年11月5日(2009.11.5)
【年通号数】公開・登録公報2009-044
【出願番号】特願2008-248343(P2008-248343)
【国際特許分類】
   Ｇ１１Ｂ   5/712    (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ   5/738    (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ   5/702    (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ   5/706    (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ   5/708    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ１１Ｂ   5/712   　　　　
   Ｇ１１Ｂ   5/738   　　　　
   Ｇ１１Ｂ   5/702   　　　　
   Ｇ１１Ｂ   5/706   　　　　
   Ｇ１１Ｂ   5/708   　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成23年2月3日(2011.2.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
ヒドロキシル基および／またはカルボキシル基を有する複素環化合物を含む粉末用表面改
質剤。
【請求項２】
前記複素環化合物は、芳香族複素環および脂肪族複素環からなる群から選ばれる少なくと
も一種の複素環を有する請求項１に記載の粉末用表面改質剤。
【請求項３】
前記芳香族複素環は、ピリジン環、ピラジン環、ピロール環、ピペリジン環、チオフェン
環、キノリン環およびフラン環からなる群から選ばれる少なくとも一種である請求項２に
記載の粉末用表面改質剤。
【請求項４】
前記粉末は磁性粉末および非磁性粉末からなる群から選ばれる請求項１～３のいずれか１
項に記載の粉末用表面改質剤。
【請求項５】
磁性塗料用分散剤または非磁性塗料用分散剤として使用される請求項４に記載の粉末用表
面改質剤。
【請求項６】
非磁性支持体上に強磁性粉末および結合剤を含む磁性層を有する磁気記録媒体であって、
前記磁性層は、ヒドロキシル基および／またはカルボキシル基を有する複素環化合物を更
に含むことを特徴とする磁気記録媒体。
【請求項７】
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非磁性支持体と磁性層との間に、非磁性粉末および結合剤を含む非磁性層を有する請求項
６に記載の磁気記録媒体。
【請求項８】
前記非磁性層は、ヒドロキシル基および／またはカルボキシル基を有する複素環化合物を
更に含む請求項７に記載の磁気記録媒体。
【請求項９】
前記複素環化合物は、芳香族複素環および脂肪族複素環からなる群から選ばれる少なくと
も一種の複素環を有する請求項６～８のいずれか１項に記載の磁気記録媒体。
【請求項１０】
前記芳香族複素環は、ピリジン環、ピラジン環、ピロール環、ピペリジン環、チオフェン
環、キノリン環およびフラン環からなる群から選ばれる少なくとも一種である請求項９に
記載の磁気記録媒体。
【請求項１１】
前記結合剤がスルホン酸基含有結合剤である請求項６～１０のいずれか１項に記載の磁気
記録媒体。
【請求項１２】
請求項１～３のいずれか１項に記載の粉末用表面改質剤と、磁性粉末と、結合剤とを含む
磁性塗料。
【請求項１３】
前記磁性粉末は強磁性六方晶フェライト粉末または強磁性金属粉末である請求項１２に記
載の磁性塗料。
【請求項１４】
前記結合剤がスルホン酸基含有結合剤である請求項１２または１３に記載の磁性塗料。
【請求項１５】
磁気記録媒体の磁性層形成用塗布液として使用される請求項１２～１４のいずれか１項に
記載の磁性塗料。
【請求項１６】
請求項１～３のいずれか１項に記載の粉末用表面改質剤と、非磁性粉末と、結合剤とを含
む非磁性塗料。
【請求項１７】
前記非磁性粉末は、非磁性金属粉末である請求項１６に記載の非磁性塗料。
【請求項１８】
前記結合剤がスルホン酸基含有結合剤である請求項１６または１７に記載の非磁性塗料。
【請求項１９】
磁気記録媒体の非磁性層形成用塗布液として使用される請求項１６～１８のいずれか１項
に記載の非磁性塗料。
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